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 欠損補綴治療の選択肢として，デンタルインプラントの有用性が臨床的あるいは基礎的にも

認知され，幅広く使用されています．	
 

	
 インプラント支持クラウンやボーンアンカードブリッジでの補綴治療においては，残存歯の

切削がない，効率的に咬合力を分散することができる，義歯に比較すると違和感が少ないなど

多くのメリットを有していることはご承知の通りだと思われます．また，インプラントオーバ

ーデンチャーについても強固な支持・把持・維持を有することから，コンベンショナルな義歯

治療に比較して，飛躍的な機能回復を期待することができます．その反面，外科的侵襲を伴い

人工代用物を使用する治療法となることから，デメリットあるいはリスクについても認識し，

慎重に治療することが重要となります．	
 

	
 医療行為である以上，安全・安心な治療を提供し，患者・術者がともに満足できる術後経過

となることが理想ですが，現在，大学病院における口腔インプラント科診療部に受診される患

者様の多くが，施術されたインプラント治療に対する不満をお持ちであり，いわゆる「トラブ

ル症例」も少なくありません．また，ドクターショッピングを繰り返すことから，複数の異な

るメーカーのデンタルインプラントが口腔内に存在し，その特定が容易でないことも経験しま

す．	
 

	
 そこで今回は，インプラント治療の問題点を再考し，それらの症例を供覧することから，適

切なインプラント治療についてご一緒に考えてみたいと思っています．	
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